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第67回日本酪農研究会・乳質向上（改善）講習会

ＪＡ道東あさひ放牧技術研修会・第39回酪農女性の集い

後期Ａ日程体型調査・牛群審査

おじゃまします！保健センターです。

営農のページ（普及センター）

営農のページ（農業試験場）

別海高校より

別海高校農業特別専攻科入試案内・理事会報告

11月生乳生産・乳代単価情報

～今年こそ全道大会優勝へ～ ＪＡ道東あさひ野球部恒例の牧草ロール転がし：第10回 別海町ウエスタンカーニバル
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道東あさひ吾久里塾第3期生開講式
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TPPから日本の食と暮らし・いのちを守ろうTPPから日本の食と暮らし・いのちを守ろうTPPから日本の食と暮らし・いのちを守ろう

あさひ四兄弟
長男 たいよう・次男 だいち
長女 みどり・次女 みるく

第67回日本酪農研究会　本田憲一氏が黒澤賞を受賞！
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11
月
18
日
、
福
岡
市
で
日
本
酪
農
青

年
研
究
連
盟
主
催
に
よ
る
第
67
回
日
本

酪
農
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
よ
り
６
名
が
酪
農
経
営
発
表
に
臨
み
、
別
海
支
所

の
本
田
憲
一
氏
は
母
校
の
別
海
高
校
の
校
訓
「
日
々
是

新
」
と
題
し
て
「
時
代
や
環
境
に
対
応
し
、
毎
日
新
し
い

視
点
で
仕
事
を
見
つ
め
る
こ
と
が
重
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

本
田
氏
は
就
農
後
、
資
材
高
騰
や
乳
房
炎
の
多
発
な
ど

を
き
っ
か
け
に
、
積
極
的
な
草
地
更
新
等
に
よ
る
低
コ
ス

ト
草
地
型
酪
農
に
転
換
し
、
所
得
率
の
改
善
や
体
細
胞
数

11
万
台
の
良
質
乳
の
生
産
等
、
高
い
経
営
成
果
が
最
優
秀

賞
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ

ひ
別
海
本
所
会
議
室
で
同
Ｊ
Ａ

乳
質
向
上
推
進
委
員
会
に
よ
る

「
乳
質
向
上
（
改
善
）
に
係
る
講
習
会
」
が
開

催
さ
れ
、
各
支
所
で
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
参
加
者
も
含
め
組
合
員
や
家
族
、
関
係

機
関
の
職
員
ら
合
わ
せ
て
約
70
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
根
室
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
小

出
調
整
係
長
を
招
き
、「
環
境
改
善
に
よ
る
乳
質

向
上
へ
の
取
組
み
」
と
題
し
て
、
乳
房
炎
防
除

の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

小
出
氏
は
、
乳
質
を
「
牛
の
飼
い
方
の
総
合

的
な
結
果
」
と
し
た
う
え
で
、
乳
房
か
ら
細
菌

が
侵
入
し
乳
房
炎
を
引
き
起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
振
り
返
り
、「
牛
の
周
り
の
菌
を
減
ら

し
、
搾
乳
時
に
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
」

と
述
べ
ま
し
た
。
牛
舎
環
境
に
つ
い
て
は
細
菌

が
増
え
る
３
つ
の
要
素
と
し
て
「
水
分
・
栄

養
・
温
度
」
を
挙
げ
、
舎
飼
期
は
湿
度
が
高
く

な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
冬
こ
そ
換
気
が

必
要
と
な
る
」
と
述
べ
、
各
牧
場
の
先
進
的
な

取
組
み
を
写
真
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。 　

ま
た
、
牛
舎
の
形
態
別
に
糞
な
ど
で
牛
体
を

汚
さ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
乳
頭
を
痛
め

な
い
（
泌
乳
生
理
に
沿
っ
た
）
搾
乳
方
法
に
つ

い
て
説
明
し
、
「
乳
房
炎
の
発
症
牛
を
治
療
す

る
手
間
や
コ
ス
ト
よ
り
、
普
段
か
ら
発
症
さ
せ

な
い
た
め
に
環
境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
が

重
要
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

第67回日本酪農研究会

乳質向上（改善）講習会　

別
海
支
所 

本
田
憲
一
組
合
員
が

　

最
優
秀
賞
（
黒
澤
賞
）
受
賞
！

良
質
乳
生
産
の
た
め
に
何
か
ら
始
め
る
か

ひ　

び　

こ
れ

あ
ら
た
な
り
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ＪＡ道東あさひ放牧技術研修会

　

12
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
本
所
会
議
室
で

同
Ｊ
Ａ
営
農
部
生
産
向
上
対
策
課
主
催
に
よ
る
放

牧
技
術
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
や
家
族
、

関
係
機
関
の
職
員
ら
合
わ
せ
て
約
40
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
一
般
社
団
法
人
日
本
草
地
畜
産
種
子
協
会
の
放
牧
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
須
藤
純
一
氏
を
迎
え
、「
放
牧
酪
農
の
経
済
的
有
利
性
」

と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

須
藤
氏
は
、
舎
飼
と
放
牧
農
家
の
収
入
分
析
か
ら
、
一
頭
当
た

り
の
所
得
率
が
高
く
平
均
産
次
数
が
高
い
等
の
利
点
を
挙
げ
、

「
購
入
飼
料
高
騰
の
情
勢
下
で
は
飼
料
費
を
抑
え
る
放
牧
酪
農
の

チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
特
に
、
放
牧
草
採
食
に
よ
る

乳
中
の
尿
素
態
窒
素
（
Ｍ
Ｕ

Ｎ
）
の
上
昇
や
、
育
成
時
の
適

切
な
ル
ー
メ
ン
管
理
な
ど
の
注

意
点
を
説
明
し
、「
根
釧
地
域
で

は
乳
飼
比
を
30
％
以
下
に
抑
え

る
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

講
演
後
は
、
有
限
会
社
ア
グ

キ
ー
の
荒
木
氏
よ
り
、
情
報
提

供
と
し
て
牛
舎
の
建
設
コ
ス
ト

を
抑
え
る
発
酵
床
の
紹
介
も
行

わ
れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

飼
料
高
騰
は
放
牧
酪
農
の
好
機

第３９回
い

酪農女性の集い

11
月
30
日
、
根
室
市
農
業
会
館
で
第
39
回

「
酪
農
女
性
の
集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
カ
ラ
ー
サ
ン
ド
を
使
っ
た
植
物

ア
レ
ン
ジ
で
す
。
講
師
は
根
室
市
普
及
セ
ン

タ
ー
普
及
指
導
員
大
畑
和
子
氏
に
依
頼
し
、
サ

ボ
テ
ン
を
カ
ラ
フ
ル
な
砂
で
植
え
て
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に
砂
の
性
質
や
植
え
方
の
基
本
を
勉

強
し
て
か
ら
ア
レ
ン
ジ
に
進
み
ま
す
。
器
は
大
、

小
２
つ
用
意
し
、
飾
り
と
し
て
季
節
を
考
え
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ
イ
の
置
物
を
用
意
。
基
本
は
あ
る

も
の
の
決
ま
っ
た
デ
ザ
イ
ン
は
な
く
、
自
由
に
砂
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。
中
程
ま
で
砂
を
重
ね
て
い
き
サ
ボ
テ
ン
を
植
え

ま
す
。
小
さ
い
な
が
ら
ト
ゲ
が
あ
る
サ
ボ
テ
ン
な
の
で
、
注

意
し
な
が
ら
の
作
業
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
器
は
透
明
な

も
の
な
ら
何
で
も
良
い
の
で
家
の
使
わ
れ
て
な
い
コ
ッ
プ
や

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
も
素
敵
に
ア
レ
ン
ジ
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

サ
ボ
テ
ン
は
水
の
与
え
方
に
注
意
が
必
要
で
す
。
冬
は
１
ヶ

月
に
１
度
程
度
で
も
良
い
そ
う
で
す
。

正
午
に
は
皆
さ
ん
完
成
し
昼
食
休
憩
。
毎
年
「
我
が
家
の

自
慢
」
と
い
た
し
ま
し
て
手
作
り
の
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
６
名
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
最
後
に
矢
部
支
部
長
よ
り
挨

拶
を
い
た
だ
き
今
年
の
「
酪
農
女
性
の
集
い
」
を
終
了
し
ま

し
た
。

「
農
」
の
環
境
を
整
備
し
よ
う
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　11月5日から12月1日の日程で、審査員に北海道ホルスタイン農業協同組合の稲山智明審査員、千葉
義博審査員を迎え、平成27年度後期（A日程）体型調査及び牛群審査が行われました。
　牛群審査については、別海支所・安部政博氏所有ガイクレアー　アトラス　シビネ号、根室支所・中
川佳代氏所有センターランド　マツト　ロイ　チヤンピオン　ツー号、センターランド　バーリー　サ
ンチエス号がEX90点を獲得しました。おめでとうございます。
　尚、後代検定体型調査については、調査結果はこれからの後継牛の選抜・淘汰に欠くことのできない
種雄牛評価値の貴重なデータとして活用される事となりますので、今後とも乳検への加入、後代検定精
液の利用ならびに、体型調査へのご協力をお願いいたします。
　今回、調査協力をいただきました生産者の皆様に感謝申し上げ報告といたします。

後期A日程体型調査・牛群審査終わる！！後期A日程体型調査・牛群審査終わる！！

決定得点87点以上牛一覧

センターランド　バーリー　サンチエス
センターランド　マツト　ロイ　チヤンピオン　ツー
ガイクレアー　アトラス　シビネ
サンワード　アール　キヤサリン
マウントエース　バーンズ　ゼニス
フアインクエスト　レイ　パラダイス
サンワード　MF　オリーブ　メープル
サンワード　VM　オーシヤン　クリス
サウスフロンテイア　モゼツタ　デリア
アイリーン　ミリオン　レイ
テキサス　アフターシヨツク　エルトン
マウントエース　ローレツクス　ダンデイー　フジ
アイリーン　ミラクル　レイ
マラソン　アフター　サニー　レビニユー
ビツグゲート　アパツチ　ダンデイー　ゴールド
マツクスデーリイ　ドレーク　リーズ
グリーンリバー　バトジヨン　バレツト
アイリーン　アレキサンダー　マリーン
ハーバート　フオーチユン　アシユラー
インカ　ゴールドウイン　アローン
イーストスター　ザジエマ　アームステツド
ビツグゲート　ギルテイー　ゴールドウイン
ダイアリー　バーク　GW　オリーブ　ET
グリーンリバー　バニー　チヤンピオン　ET
プリテイ　アイオーン　ウイスター
フオレストフエアリー　DBB　スーパードリーム　ET
センターランド　ビユーテイ　ルドルフ　フイーバー
センターランド　バロア　デイストライ
フオレストフエアリー　アイオーン　ウイン
テインカーベル　GW　スプーキー　ET
マラソン　サザン　ストーリー
アイリーン　サンチエス　ビユーテイ
アイリーン　ミス　セーラ
グリーンリバー　プレシヤス　CCM　メモリー
サンワード　MBB　ジヨデイ　フアンキー　チヤーミー
カサハランド　チーフ　エルフイン　レオ
センターランド　ドレーク　サンチエス
サンワード　MF　オリーブ　クク
ブランドメリー　ゴールド　アルパイン　ET
パブスト　マセラテイ　マーク
サンワード　アリツサム　ポニヨ　チヤーミー
ビツグゲート　ゴールド　ハイフアイ　ジーン
ダイアリー　ぺニア　バロンドール　ET
エクセルランド　マサセツト　マーシヤル
グリーンリバー　プレシヤス　ジエス

7H8190
250H803
94H11486
1H9192
200H5024
94H13666
1H8778
94H13666
14H4929
7H8165
94H14105
94H10276
29H11509
94H14105
94H10276
29H10889
JP3H52276
7H8221
200H5049
200H3205
11H7965
200H3205
200H3205
250H803
JP3H53584
1H8778
200H5592
94H13666
JP3H53584
200H3205
7H8190
7H8190
29H13239
JP3H53584
94H14105
JP5H53241
7H8190
1H8778
200H3205
JP5H53241
7H8190
54509
7H8165
HG10276
JP3H3479

04－09
05－07
06－07
04－02
05－02
05－02
05－04
05－05
04－02
04－09
04－11
05－01
05－01
05－03
05－04
05－06
05－07
05－07
05－08
05－09
06－03
06－05
06－07
09－06
04－00
04－02
04－03
04－03
04－04
04－05
04－05
04－05
04－06
04－07
04－09
04－11
04－11
05－02
05－03
05－04
05－07
05－09
06－01
07－00
08－00

中川　佳代氏
中川　佳代氏
安部　政博氏
日向　和哉氏
安部　政博氏
丹羽　博文氏
日向　和哉氏
日向　和哉氏
瀬下　雅人氏
岩佐　龍司氏
㈲オードリーファーム
安部　政博氏
岩佐　龍司氏
佐藤　正一氏
大門　貴幸氏
佐久間　勝氏
今井　明郎氏
岩佐　龍司氏
佐藤　正一氏
㈲オードリーファーム
齊藤　哲夫氏
大門　貴幸氏
山賀　秀一氏
今井　明郎氏
真壁　孝男氏
羽石　勝幸氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
羽石　勝幸氏
㈲オードリーファーム
佐藤　正一氏
岩佐　龍司氏
岩佐　龍司氏
今井　明郎氏
日向　和哉氏
笠原　　元氏
中川　佳代氏
日向　和哉氏
佐久間　淳氏
㈲オードリーファーム
日向　和哉氏
大門　貴幸氏
山賀　秀一氏
㈲武隈牧場
今井　明郎氏

根　室
根　室
別　海
西春別
別　海
別　海
西春別
西春別
別　海
根　室
別　海
別　海
根　室
上春別
西春別
根　室
西春別
根　室
上春別
別　海
別　海
西春別
別　海
西春別
上春別
別　海
根　室
根　室
別　海
別　海
上春別
根　室
根　室
西春別
西春別
別　海
根　室
西春別
上春別
別　海
西春別
西春別
別　海
根　室
西春別

90
90
90
89
89
89
89
89
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所 有 者 支 所
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子どもの飲み物
どう選びますか？

　近年、「脱水予防に水分補給」の考え方が広まって、特に小さなお子さんがいるご家庭では、
「こまめに水分をとらせなくちゃ」と気をつけていると思います。
　人間は、生まれた時から「甘い味」を好みます。「甘い味」を覚えると、また欲しくなるのは子
どもも大人も同じですが、とりすぎると……「肥満」や「むし歯」、「生活習慣病」など健康上の問
題が出てきます。
　市販の清涼飲料水は、口あたりがよく、持ち運びしやすい紙パックやペットボトルに入っていて、
あげると子どもも喜ぶので、子育てに便利なツールの一つにもなっていると思います。でも、冷た
い飲み物は舌が甘みを感じにくく、「そんなに甘くないし健康によさそうだから」と思って飲んで
いるものをよく見てみると、案外たくさんの糖が入っていた、なんてこともあるかもしれません。

100ml中の
糖の割合

1本あたりの量

1本あたりの糖の量
お茶（番茶・麦茶他）

イオン飲料・スポーツドリンク

炭酸飲料（サイダー）

のむヨーグルト（加糖）

天然果汁のジュース（子ども用）

乳酸飲料

野菜ジュース

栄養ドリンク（子どもが飲める物に限ります）

0％

5％

10％

12％

12％

13％

10～25％

15～20％

幼児（3～5歳）に
あげる目安

500ml

25g

500ml

50g

100ml

12g

100ml

12g

80ml

10.4g

200ml

20～50g

100ml

15～20g

大　人（病気を持っていない人） 20g以下

こども　１～２歳
　　　　３～５歳
　　　　６～８歳

5g以下
10g以下
15g以下

年　　齢 １日の糖の目安量

【１日の糖の目安】※食事からとる糖質は除きます

【飲み物の中の糖の量は？（幼児（３～５歳）　１日10ｇを目安にしてみました）】

※カフェインを含まない麦茶や番茶は子どもの飲み物としておすすめです。

100ml

100ml

80ml

80ml

80ml

40～100ml

50～70m

（0.2本）

（0.2本）

（0.8本）

（0.8本）

（1本）

（0.5本）

（0.5本）
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乳検データの活用について
～乳量階層区分から分かること～

　

乳
検
デ
ー
タ
は
、
牛
の

健
康
状
態
を
反
映
す
る
基

礎
情
報
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
牛
群
成
績

表
は
、
自
分
の
牛
群
の
現

状
を
客
観
的
に
把
握
す
る

た
め
に
用
い
ま
す
。
牛
群

成
績
表
は
、
検
定
し
た
日

か
ら
の
タ
イ
ム
ラ
グ
や
、

飼
養
頭
数
に
よ
っ
て
は
数

値
の
偏
り
が
目
立
っ
た
り

す
る
た
め
、
デ
ー
タ
の
解
析
に
若

干
の
コ
ツ
が
必
要
で
す
。

　

今
月
は
、
牛
群
成
績
表
の
左
下

に
あ
る
乳
量
階
層
区
分
表
の
活
用

法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

１　

乳
量
階
層
区
分
表
の
追
加
項
目

　

平
成
25
年
に
乳
量
階
層
区
分
表

に
追
加
さ
れ
た
項
目
と
し
て
、
乳

中
尿
素
窒
素
（
Ｍ
Ｕ
Ｎ
）
と
Ｐ
／

Ｆ
比
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｎ
は
、
乳
牛
が
摂
取
し
過

剰
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
タ
ン
パ
ク

質
を
推
定
す
る
た
め
に
用
い
ま
す
。

　

概
ね
10
〜
14　

程
度
が
適
正
値

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
飼
養
体
系

や
給
与
飼
料
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、

適
正
値
は
牛
群
ご
と
に
異
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
乳
タ
ン
パ
ク
率

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
牛
群
に
と

っ
て
ベ
ス
ト
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
（
図
１
）
。

　

Ｐ
／
Ｆ
比
は
、
乳
タ
ン
パ
ク
率

と
脂
肪
率
の
比
率
か
ら
算
出
さ
れ

ま
す
。

　

ル
ー
メ
ン
発
酵
な
ど
の
状
態
を

推
測
す
る
た
め
用
い
ま
す
が
、
80

〜
90
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
適
正
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

数
値
が
逸
脱
し
て
い
る
場
合
、

ル
ー
メ
ン
内
の
異
常
や
肝
臓
へ
の

負
担
が
疑
わ
れ
ま
す
。
牧
草
品
質

の
急
変
に
よ
っ
て
、
数
値
が
動
く

傾
向
が
あ
る
た
め
、
飼
料
の
切
り

替
わ
り
時
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
数
値

と
し
て
有
効
で
す
（
図
２
）
。

　

朝
と
晩
で
は
乳
成
分
が
変
動
す

る
た
め
、
注
意
が

必
要
で
す
。

２　

泌
乳
曲
線
を
描

い
て
み
ま
し
ょ
う

　

乳
量
階
層
区
分

表
は
、
産
次
数
と

分
娩
後
日
数
に
よ

っ
て
区
分
さ
れ
、

乳
量
ご
と
に
頭
数

を
ま
と
め
て
い
ま

す
。

　

表
内
の
頭
数
と

平
均
乳
量
を
参
考

に
大
ま
か
な
泌
乳

曲
線
を
描
く
と
、

当
月
に
お
け
る
牛

群
の
産
乳
実
績
が

見
え
て
き
ま
す
。

　

赤
鉛
筆
を
用
い

て
、
軽
い
タ
ッ
チ

で
描
い
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

教
科
書
等
で
よ
く
見
か
け
る
よ

う
な
カ
ー
ブ
を
描
く
牛
群
が
理
想

で
す
が
、
描
い
た
曲
線
が
極
端
に

い
び
つ
に
な
る
場
合
は
、
そ
の
理

由
を
考
え
て
み
る
事
に
よ
り
、
隠

れ
て
い
る
牛
群
管
理
改
善
の
ヒ
ン

ト
を
見
い
だ
す
事
が
で
き
ま
す

図１　MUNと乳タンパク率の関係

図２　P／F比利用の目安

mg/dl

図３　乳量階層区分表（デモデータ）による模擬解析の例
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事前準備 活用 データ分析 生産費計測 データ収集 

メンバー確保 

研修会開催 

作業分担決定 

収集方法確認 

実態調査 

データ集約 

メンバー集合で

の計測作業 

計測結果集約 

分析シート入力 

分析図表確認 

改善策の検討 

配布資料作成 

改善方向の 

フィードバック 

コストを比べて改善点を探してみよう！
根釧農業試験場　地域技術グループ

　平成24年度に開発した牛乳生産費集計システムによって得られる牛乳生産費データを、他の経営の値
と比べることで、コストの見直しに活用する方法を策定しました。

１．特徴
　今回の方法は、ＪＡや普及センター等の指導機関が農家集団のデータを分析・検討し、営農指導に活用
することを想定しています。内容は、牛乳生産費集計システムを用いて農家集団の牛乳生産費を計測し、
今回作成した分析シートを用いて課題のある経営と優良経営を比較することで、具体的な課題を明確にす
るものです。比較の際には、①農家集団の牛乳生産費のばらつきと分析する経営の位置、②牛乳生産費の
経営間格差の要因、③牛乳生産費と個体乳量の目標水準をみることで分析・検討します。比較対象とする
優良経営は、頭数規模や飼養形態を踏まえて目標ともなる経営を設定します。このことで、優良経営と比
べた経済的な改善点を浮き立たせ、経営実態を把握している指導機関が、技術指導と経済的な改善点を結
びつけることに役立ちます。

２．手法の手順
　この手法では、改良版の牛乳生産費集計システムと分析図表を作成する分析シートを使います。これら
のファイルと手法のマニュアルは根釧農試のホームページから入手できます。

３．手法の活用面
　普及センターやJA等の指導機関が実施主体となり、複数の酪農経営を対象として、コスト改善に向け
て改善すべき経営の経済的な課題を明確にしたもとでの技術指導を行う際の活用が期待されます。

●あなたの比較経営との生産費差額とその要因

図　分析シートを用いて作成される図の一例（左：差異分析、右：飼料費の比較）

図　指導機関による準備から活用までの流れ

00

-9.99.9
-2.32.3
-9.9
-2.3
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●【経営科】カナダ酪農を視察！
　１１月９日（月）、平成
２７年度の海外視察研修を
実施しました。昨年度から
視察先をカナダに変更し、
今年は３軒の牧場と、ロー
ヤルアグリカルチャルウイ
ンターフェアを視察しまし
た。視察した酪農家はいず
れも整備が行き届いて正に『舐められるくらいきれい
な牛舎と牛』ばかりでした。視察した３軒の牧場はい
ずれもそれぞれ特徴があり、管理方法や乳牛改良への
取り組みは参考になるものばかりでした。１軒目の
BOULET FARMは生乳よりも個体の売買をメインと
して経営している牧場ということで、視察当日も４頭
売却され、新たに５頭を導
入するというほどでした。
２軒目のFERME PETIT-
CLERC HOLSTEINは施
設に工夫が多く見られ、寒
冷で豪雪地帯であるため牛
床が飼槽と比べ、深く作ら
れていました。また、妊娠
牛の牛舎にはカメラが設置されており、スマートフォ
ンでいつでも状況が把握できるようになっていました。
３軒目のFERME　JACOBS　INCも、１軒目の
BOULET FARMと同様に個体の売買を盛んに行って
いました。利益を上げるため、ショーで活躍する牛作
りを念頭に置いて繁殖を行っているとのことでした。
ローヤルショーでは様々な家畜のコンテストなどと共
に世界に名高いホルスタインショーを見学しました。
会場は見学者であふれてお
り、大阪と同程度の人口の
町で大規模な会場を使って
のショーに農業国カナダの
すごさを感じさせられまし
た。出品牛はどの牛も素晴
らしく、日本の牛よりも大
きいだけではなく、尻や肋
腹の構造に大きな違いがありました。また乳器も幅、
高さとも素晴らしく、更にその牛たちを引き立たせる
出品技術にも圧倒されました。更に驚かされたのは
セールでの牛の価格です。セールオブスターズのトッ
プセールがなんと1,700万円ということで、遺伝子が

ビジネスとなるカナダ酪農をここでも実感させられま
した。研修期間中は比較的好天に恵まれ、酪農視察の
他にもナイアガラの滝やケベックシティの見学もでき
ました。今回は学校単独ではなく、酪農家の方や授精
師の方とご一緒させていただきましたが、どの方にも
大変親切にしていただき恵まれた研修を送ることがで
きました。ご支援いただきました別海町、別海町酪農
後継者を育てる会（原井松純会長）ならびに関係者の
みなさんに心からお礼申し上げます。

●【専攻科】修了研究活動発表会実施
　１１月３０日（月）修了研
究活動発表会が実施されまし
た。学生達が１年間自家の課
題解決のため、研究に取り組
みました。
　今年度は、「我が家の暑熱対
策について」、「乳房炎の発生
状況からのプロトコル作成」、「大きく育てよう」と
題して３つの発表がありました。それぞれ、牛舎の暑
熱対策や乳房炎対策、子牛と育成の飼養管理について、
年間プロジェクト計画に沿って実践した内容を発表し、
関係機関から６名の講師より、様々な視点から助言や
ご意見を頂きました。専攻科を修了してからもご助言
いただいたことを参考に、今後の経営改善に継続して
取り組んでほしいと思います。
　また、今回発表しなかったニュージーランド研修を
終えたばかりの３名についても、草地更新の検証や、
分娩前後の体温の変化を探ることでの効果について、
また、ＴＭＲの調査などの修了研究活動について、取
り組んできた成果を報告書にまとめる予定です。

●【専攻科】根室管内青年農業者会議へ参加
　１２月１０日（木）に根釧
農業試験場にて根室管内４Ｈ
クラブ連絡協議会・北海道根
室振興局主催の第４１回根室
管内青年農業者会議が開催さ
れ、学生１１名が参加しまし
た。
　プロジェクト部門では、農業特別専攻科２年目学生
の中西裕哉さんが別海４Ｈクラブ連絡協議会員として
発表しました。参加学生は４Ｈクラブ員の発表を聴取
することで、今後の研究活動の参考にしたり、経営改
善の一助となるヒントを見つけたりと、今後の糧と
なった様子でした。

ブレ牧場

ジェイコブス牧場

ローヤルショーの
ラインナップ

学生発表の様子

プロジェクトの様子
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第12回理事会報告　平成27年12月25日開催
議案第１号　　第２四半期末監事監査に係る処理
　　　　　　　顛末について
議案第２号　　平成28年度役員報酬審議会への諮
　　　　　　　問について
議案第３号　　規程類の一部改正及び廃止につい
　　　　　　　て
議案第４号　　固定資産の除却について
議案第５号　　資産査定業務に係る評価基準額に
　　　　　　　ついて
議案第６号　　理事者に対する平成28営農年度組
　　　　　　　合員勘定取引供給限度額、貸越極
　　　　　　　度額及び家計費現金供給限度額の
　　　　　　　設定について
議案第７号　　特定組合員に対する平成28営農年
　　　　　　　度組合員勘定取引供給限度額、貸
　　　　　　　越極度額及び家計費現金供給限度
　　　　　　　額の設定について
議案第８号　　特定組合員に対する一般長期資金
　　　　　　　の貸付について
議案第９号　　特定組合員に対する緊急対策資金
　　　　　　　の貸付について
議案第10号　　理事者に対する国営環境保全型か
　　　　　　　んがい排水事業肥培施設設計の変
　　　　　　　更について

協議事項１　　哺育・育成預託センターに係る事
　　　　　　　業計画について
協議事項２　　生産性向上に向けた新たな施策（検
　　　　　　　討素案）について

報告事項１　　平成27年度経営定期点検実施報告
　　　　　　　について
報告事項２　　第３四半期末監事監査の実施につ
　　　　　　　いて
報告事項３　　固定資産（土地　牧の内154－7
　　　　　　　一部）の売却について
報告事項４　　地区懇談会の経過について
報告事項５　　貸借対照表及び損益計算書（11月
　　　　　　　末）について
報告事項６　　組合員の動向（11月末）について
報告事項７　　定款第57条第６項に基づく貸出金
　　　　　　　に係る理事会承認案件の処理状況
　　　　　　　について
報告事項８　　特定組合員及び一般組合員の平成
　　　　　　　27年度クミカン精算方法について
報告事項９　　根室地区酪対役員会の結果につい
　　　　　　　て
報告事項10　　平成27年度草地植生改善事業機械
　　　　　　　利用状況（11月末）について
報告事項11　　融資審査会の結果について
報告事項12　　年末年始休業中の組合員緊急連絡
　　　　　　　体制について
報告事項13　　販売事業実績（11月末）について
報告事項14　　購買事業実績（11月末）について
報告事項15　　行事予定について

入試日程等（１次）募集人員２０名　修業年限２年間  

・願書受付 ・合格発表

平成２８年１月１２日（火）から 平成２８年２月１２日（金）

平成２８年１月２５日（月）正午まで ・検査内容

・検査日 作文および面接

平成２８年２月４日（木） ・願書配布

平成２７年１１月３０日（月）から
 

年度始め納入費 

・ 入学金や授業料など

４５，５５０円

・後援会・学友会費など

３０，４５０円

合計７６,０００円

※平成２７年度入学生初年度

別海町法人従業員
Ｈ２６年度卒
大阪府出身
佐野 史生さん

・昨年まで、農業法人に勤務しな 

がら、農業特別専攻科で学びま

した。将来の新規就農の夢に向

かって頑張ります。

農業特別専攻科の特色

・１８歳以上の酪農を目指す方が、自家や実習先、

勤務先で就労・実習を行いながら学校で農業の理

論を学ぶ２年制の課程です。

・牧草の収穫時期には、農場【自宅・実習先】で実

践を、春・秋・冬には学校に通学して理論を学び

ます。

実習先農家条件（例）

・３食あり、家賃なし、交通費なし、

実習代（３～４万程度）支給。

・親方家族と生活をシェアするか、実習

生用の間借りなど、ご相談に応じます。

働きながらの通学

・正規従業員として法人や農場で働き

ながら通学可能。

根釧酪農郷からの出発
北海道別海高等学校農業特別専攻科

２０１６
年度

学生募集

資料請求・お問い合わせ

・海外酪農研修が履修出来 

ます（希望者）。
 

・青年就農給付金（準備型） 
制度対象校です。 

別海高校農業特別専攻科まで
〒086 -0214
北海道野付郡別海町別海緑町70 -1

Ｆａ x．0153 -75 -2263
0153 -75 -Ｔｅｌ． 2053

E  mail.bekkai -- z4@hokkaido-c.ed.jp

平成27年12月31日
根室支所
生産課　乳牛改良係
　　　　高　澤　　　駿

購買部資材燃料課
準職員　佐々木　ひかる

退 職 職 員

準職員⇒正職員
平成28年1月1日
購買部生活店舗課
Ａコープ西春別店
　　　　刈　屋　　　彰

登 用 変 更
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集　

局　
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編　
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か　

ら

平成28年1月10日発行
発行/JA道東あさひ
編集/営農部 営農振興課
住所/北海道野付郡別海町
　　 別海緑町116番地9
電話/（0153）75－2201（代表） 

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
Ｊ
Ａ
道
東

あ
さ
ひ
広
報
誌
「
ま
き
ば
の
風

〜
ぽ
か
ぽ
か
〜
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
農
協
法
改
正
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意
な
ど
、

様
々
な
変
化
が
あ
っ
た
年
と
な

り
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
農
業

や
酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢
の
先

行
き
は
不
透
明
な
状
況
下
に
あ

り
ま
す
が
、
今
年
も
組
合
員
の

皆
様
に
と
っ
て
実
り
の
多
い
年

と
な
り
、
事
故
や
怪
我
の
な
い

充
実
し
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
頻
発
し
て
い
る

暴
風
雪
な
ど
の
気
象
災
害
に
は

十
分
注
意
し
、
日
頃
か
ら
気
象

情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
、

十
分
な
対
策
を
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

区　　分 11　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
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239,951t

98.6%

60,437t

97.3%
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8.79%
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48.43円
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48.44円

50.27円

48.45円
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48.49円

50.23円

48.41円

50.33円

48.45円

3.77円

3.76円

3.82円

3.83円

3.82円

3.80円

3.83円

3.85円

3.89円

3.86円

3.78円

3.73円

3.85円

3.86円

96.95円

93.30円

97.20円

93.50円

97.18円

93.50円

96.88円

93.12円

97.67円

93.79円

97.00円

93.52円

97.66円

93.81円
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JAカレッジ 平成28年度（47期生）
学生募集について JAカレッジ 平成28年度（47期生）
学生募集について 

「JAカレッジ」　で検索

募集人員　若干名
修学期間　平成28年4月～平成29年3月までの1年間
受験資格　・大学卒・短大卒・専門学校卒業若しくは卒業見込のもので年齢が平成27年4月1日現
　　　　　在で24歳未満の者（平成3年4月2日以降生まれ）
出願手続き　⑴出願期間　平成28年1月12日㈫～2月3日㈬　消印有効
　　　　　⑵出願書類　①入学願書　②身上調書　③成績証明書（高卒者は調査書）
　　　　　　　　　　　④健康診断書　⑤採用確約書（JA推薦者のみ）（同封用紙使用）
　　　　　⑶受 験 料　20,000円
入学試験　⑴試 験 日　平成28年2月13日㈯
　　　　　⑵試験科目　・筆記試験（言語・数理・論理・英語・常識）・適性試験・面接
　　　　　⑶試験会場　一般財団法人　北海道農業協同組合学校（JAカレッジ）
　　　　　⑷合格発表　平成28年2月26日㈮
　　　　　⑸入 学 金　100,000円
学 費 等　1,500,000円（内訳　学費：650,000円　寄宿料：400,000円　食費・450,000円）
奨学金制度　⑴貸与金額　一年間240,000円（月額20,000円を貸与）
　　　　　⑵返還：卒業後一年間据え置き、二年目から総額240,000円を三年間で返還（無利息）
学校見学　※事前申込下さい。
　　　　　・平　日／午前10時～午後3時
　　　　　・土曜日／午前10時～午後3時　　1月：16日・23日・30日　　2月：6日
問合せ先　〒069－0834
　　　　　江別市文京台東町43番地1　TEL 011－386－7502
　　　　　一般財団法人　北海道農業協同組合学校　学生科
　　　　　http://ja-college.jp/　　　


